別記様式第３号　
提出意見とそれに対する市の考え方

	案件名
	矢板市公共施設等総合管理計画（素案）


今回公表しました計画案に対する意見募集の結果は、次のとおりです。

貴重なご意見ありがとうございました。

	提出された市民
	　　　　　　３人

	意見の件数
	　　　　　１１件


お寄せいただいたご意見を十分検討した結果、それに対する市の考え方は、次のとおりです。

	項　目
	意見の内容
	意見に対する考え方

	基本方針

	人口減少・高齢者問題も含め、社会の変動や課題に対応していくには、「新設せず集約、複合化を図る」基本方針のみで、すべてを対応出来るとは思えない。減らすものと増やさざるを得ないものとのバランスを考える必要がある。
	基本的な考え方としては、原則、既存施設の有効活用を図り、新設する場合は、同等面積以上の施設を縮減します。【第２章１（１）、４（１）①②】

ご意見にあります社会状況等の動向によっては、計画の見直し等を図ります。【第２章２】


	公共施設等にかけられる財源の限界

	財政面のみにとらわれず、生きがいづくりやまちの活気づくりなど、施設の縮減化とともに側面的な考慮も必要ではないか。
	財政面からの指標を優先する考えでおりますが、様々な状況においては、側面的な考慮も検討するようになります。【第２章１（１）、３（１）】

	市民ニーズに対応した施設の活用

	ハード面を減らすだけではなく、施設の利用状況の十分な検証の上で、利用促進のための検討を行うなど、利用する市民の目線に立った公共施設でなければならない。
	施設機能の必要性や今後のあり方について検討等を行い、地域のニーズや利用状況を考慮して施設の有効活用を考えて参ります。

【第２章３（１）④、（２）①】

	計画の周知、市民の理解

	計画を如何に市民に理解してもらうのか、具体的な方法を明示し、協力を求めてはどうか。
	本計画案については、広報やホームページ、公民館等での周知をしておりますが、今後も機会を捉え積極的に情報発信に努め、市民の皆さんの理解を図ってまいります。
【第４章３】

	項　目
	意見の内容
	意見に対する考え方

	建設についての考え方
	庁舎建設は、本庁・支所で構成し、支所は公民館一体化、情報通信技術等を充実し、将来の維持管理等に配慮、地元木材の活用、市内業者の参加を図るべき。
	建替えの検討にあたっては、周辺施設の機能との複合化も視野に入れ、検討します。維持管理は、民間企業のノウハウを活用し、計画的、効率的な維持管理に努めます。なお、公共施設ごとの検討は、今後、個別計画や本計画に基づく公共施設再編計画を策定予定であります。

【第２章３（１）、第３章１３】

	　維持管理
	市内建設関係業者で公共施設維持管理組合を組織し維持管理を行う。
	　民間企業のノウハウを活用し、行政サービス、地域経営を意識した計画的、効率的な維持管理に努めます。

【第２章３（１）⑤、４⑤】

	　財源の確保
	公共施設の維持管理、更新等には、国等の補助の獲得が重要である。
	　公共施設の更新や維持管理の経費について、将来の負担を考慮しながら、経営基盤の強化を図ります。
【第１章４（５）】
また、後世への負担を軽減するため、基金を積み立てます。
【第２章４（１）⑦】

	　民間との連携
	公共施設の管理には民間との連携が必要である。
	　民間企業のノウハウを活用し、行政サービス、地域経営を意識した計画的、効率的な維持管理に努めます。

【第２章３（１）⑤、４⑤】


	　非常時の備え
	非常事態に備え、太陽光発電など公共施設のエネルギー自給率１００パーセントを目指す。
	　防災対応や環境に配慮した取組など時代の要請に対応します。
【第２章３（１）④】


	　若者の定住を考えた施設計画
	若者が集い、定住を考える施設の計画が必要である。
	　第２次２１世紀矢板市総合計画の目指すまちづくりの方針を見据え、各種計画と連携しながら、地域や施設の特性を考慮した公共施設等の更新、維持管理、利活用を推進します。

【第２章３（１）①～⑤】



	　公共施設の在り方


	矢板市の歴史や特色を生かした公共施設のあり方が重要である。
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